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A班

伊藤 桐佳  

斎藤 理彩

箱崎 文花

八巻 吏玖

平成２６年度訪問団メンバー

B班

菊地 耀仁

坂元 絢音

佐藤 奈緒

古山 歩佳

２月２２日（日）アメリカカリフォルニア州にあるヘメット市へ「ヘメット市親善訪問団」である丸森中
学校２年生の団員８名がいよいよ出発します。団員は限られた少ない時間の中で、平成26年１０
月から５回にわたる研修を行い、派遣に向けて準備してきました。

「ヘメット市訪問にあたり」

この度、平成26年度ヘメット親善訪問団の

団長として、小川和久副団長と８名の団員と

ともにこの事業に参加させていただくことに

なりました。

訪問にあたり、団員たちはこれまで５回の事前研修を行い、プレゼンテー

ションの準備も整い、３月２２日の出発を待つばかりとなりました。

このような貴重な訪問の機会をいただきましたことに感謝申し上げ、団員

をしっかりサポートするとともに、今後とも丸森町とヘメット市の交流関係

が続き、さらに深まるよう活動してまいります。

平成26年度

ヘメット親善訪問団

団長：長門 修

「ヘメット市訪問への思い」

今回で３回目のヘメット訪問になります。

長門団長のもと、団員と共に貴重なヘメット

市訪問に引率させて頂くことになり誠に感謝し

ています。１回目よりも、２回目。２回目より

も３回目と、より具体的な相互理解が出来る事

を期待しています。

団員たちがアメリカの異文化に触れ、五感をフ

ル回転させ体感してくれることを願い、また、この体験が、団員たちの国際

人として将来の糧となるようにサポートしてきたいと思います。

平成26年度

ヘメット親善訪問団

副団長：小川 和久
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＊姉妹都市交流協会について＊

当協会は、姉妹都市（友好都市を含みます。）との交流を通じて、教育・文化・スポーツ等の交流を行い、国外・国内を問わず相互の友好を深

め、もって姉妹都市との友好を図るとともに、丸森町のまちづくり推進に寄与するために設置された団体です。

姉妹都市交流・国際交流に興味のある方ならどなたでもＯＫです。是非お知り合いの方にもお声掛けください。

会員特典として、会員が端野町を訪問した場合（旅行の際の立ち寄りも可）会員一人当たり 5,000 円を助成します。

（ただし、年間一人一回限りです。）

○個人会員年会費：2,000 円    ○法人会員年会費：8,000 円     ※ 詳しくは、事務局までご連絡ください。

３／18（水）激励会

３／22（日）出国

３／23（月）ホームスティ（ヘメット市内）

３／30（月）ヘメット市出発

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｽﾀｼﾞｵﾊﾘｳｯﾄﾞ見学

３／31（火）グランドキャニオン見学

４／１（水）ロサンゼルス空港出発

４／２（木）帰国

４月上旬 事後研修（２回）

５月下旬   報告会

丸森町姉妹都市交流協会事務局

住所：宮城県伊具郡丸森町字鳥屋１２０番地

（丸森町役場 企画財政課内）

電話：0224-72-3024  Fax：0224-72-1540

E-mail：kikaku@town.marumori.miyagi.jp

事務局長 粟野 由三

S T A F F 長門 修・水上博一・安達 勉

菅野 寛・佐藤 歩

新規会員

募集中

【編集後記】

昨年１０月から準備してきたヘメット市親善訪問団派遣事業も、早いもの

でいよいよ出発の時を迎えました。ヘメット市では、丸森町でＡＬＴをさ

れていたジェーンさんや、今回お世話になるダートマス中学校のオフィス

マネージャーのローリーさんの御協力のもと、団員を派遣できることとな

りました。団員には、多くの方の協力に感謝をしながら、たくさん学んで

きてほしいです。          －姉妹都市交流協会事務局－

お世話になるホストファミリーへプレゼントするために、切り絵や折り紙、水墨画など団員１

人１人が工夫を凝らして、素敵な色紙を完成させました。ホストファミリーの喜ぶ顔が目に

浮かぶようです。

研修では、丸森を紹介する壁新聞を作成して派遣先のダートマス中学校
へ送りました。また、日本文化のプレゼンテーションの準備や、英会話レッス
ンも行いました。慣れない英語で初めは小さかった声が、研修を重ねるごと
に大きくなっていき、最後の研修では堂々と発表できるまでになりました。
プレゼンテーションで、A 班は「けん玉」、B 班は「習字」を紹介します。ダート
マス中学校の生徒が日本文化に興味を持てるよう、ジェスチャーや話し方
など試行錯誤しながら準備してきた成果を存分に発揮してほしいです。


